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特別 掲 載

Bephenium　hydroxynaphthoate 　（商品名Alcopar ）が，

従来の多くの鉤虫駆除剤とは異り，特にヅビニ鉤虫に対

して卓効を奏することに関しては，　Nagaty　et　al．　（1959），Hahn

　et　al．　（1960 ）らの報告があり，本邦にあっては森

下ら（1960　a），吉田ら（1960 ）によって確認されていると

ころである．

一方アルコパールの成人に対する標準服用量は5g と

なっているが，この基準は元来アメリカ鉤虫優占地区に

おけるGoodwin　d　al ．　（1958）の駆虫の結果にもとづい

てとり決められたものであって，ヅビニ鉤虫感染者に対

する検討の結果定められたものではない．

然るに森下・伏見ら（森下ら，　1960　b　；　1962　；　伏見

ら，　1963　a，　b）は， 特にヅビニ鉤虫感染者の駆虫におい

て， 本剤の種々なる服用量による駆虫後の陰転率を検

し，とりわけ伏見らは，その駆虫効果を減損しない最少

服用量は3g と2g との中間，恐らく2 ．5　g付近にあ

ると考えられる，としている．

その後松崎ら（1963）は， ヅビニ鉤虫感染者にたいし5g

と3g と の 投与を比較し，ほぼ同様の結果となった

ことを報告している．また野末ら（1962）も2g 投 与で充

分だとしている．

そこで筆者らも，　1－Bromo－naphtol　（2）　（Wormin ） を

対照としヅビニ釣虫感染者に対してアルコパールの39 ，2g

を投与し，その陰転率および 副作用について検して

みた．以下はその結果の報告である．

試 験 方 法

1）被検対象：　山梨県南巨摩郡早川町および同県西八

（104 ）

代郡下部町の住民中，厚層セロファン塗抹法2 回検査に

よって鉤虫卵陽性者145 名（陽性率は約13％）を選んだ．

この釣虫感染地区は，従来の調査でヅビニ鈎虫淫浸地

たる事が予め知られていたのであるが．筆者らも亦その

陽性者の無差別抽出糞便培養法による鉤虫仔虫の検査を

行い， その凡てがヅビニ 鉤虫であることを 確認してい

る．

2）供試薬剤：Bephenium　hydroxynaphthoate　 製剤と

しては田辺製薬提供のアルコパールを，　1－Bromo－naph－tol

　（2）製剤としては富山化学提供のオーミン顆粒を用い

た．アルコパールはその1g 中にBephenium　hydroxy －naphthoate

とし て約V10 　g，　Bephenium　ion　として1／29．

を含有し，オーミンはその1g 中に1 　－　Bromo　－　n　aph　to］（2）

の微粉末2 ／3　g　を含有する．

3） 薬剤の投与： 投薬は昭和39 年1 月 から2 月まで

の間にすべて1 回投与として行った．被検者を任意にほ

ぽ3 等分し，それぞれ成人量としてアルコパール39 ．

同29 ，オーミン顆粒9g を1 回投与した．前後下剤は

使用していない．

なお 被検者については， 投薬前に 簡単な 問視診を行

い，心・肝・腎の各疾患を有するもの，および妊婦は，

これらを投薬の対象から除外した．

4）駆虫効果の判定： 駆虫後の効果判定は飽和食塩水

による浮游法（小試験管使用，便量300 ～400　mg）同時3

回検査を駆虫後3 ～4 週 の間に行い， 虫卵陰性のものを

陰性者とし，陰転串 を算出した．

5）副作用の調査： 副作用の調査は，厚生省の副作用

調査規準を参考とし，主として問診によって行ったが，



その程度については軽度と臥床程度の2 種類とした．調

査の時間的範囲は，両種薬剤についての筆者らの既存の

データ（小宮ら，　1960，　1963）から，服用後24 時 間まで

のそれで必要かっ充分であると考えられたので，そのよ

うにして行った．

試 験 成 績

a） 駆虫効果

ヅビニ鉤虫感染者に対するアルコパール3 　g，　2　g，　1

回 使用による駆虫試験の 結果 については 第1 表 に示し

たとおりである．

第1 表　ヅビニ釣虫感染者に対するアルコ

パール服用量とその駆虫効果

薬　　 剤

ア ノレ コ ノぐー ル

μ

オ ー ミ ン穎 粒

投与量，　 服用
方法　　　 者数3g

・屯用　　402g

・屯用　　459g

・屯 用　　32

陰転
者数

36

41

22

陰転率
％

90

91

69

すなわち，対照として用いたオーミン顆粒9g の1 回

屯用による陰転率は69 ％　（22／32）であっだのに比して，

アルコパールの同じく 屯用方式で，3g 投 与では90 ％

（36／40）， 同2g 投与 では 同じく91 ％　（41／45）と，同剤5g

屯用時の約90 ％と同様の著明の 陰転率を 示してい

る．なお，対照のオーミン顆粒屯用時における陰転率と

の間には5 ％以下の危険率で有意差が認められる（χ町直

＝　3．9）．

b） 副 作 用

今回の試験においては，すでに昭和39 年4 月，埼玉県

比企群川島村住民中の鉤虫感染者について，アルコパー

ノレ5 　g，　3　g，　2　g投与時のその調査の 結果があるので，

特に之を行わなかった．いま，ここに当時の副作用調査

の結果を摘録すれば，第2 表のとおりである．

第2 表　アルコパールの服用量と副作用の

発現頻度

薬　　 剤

ア ノレコ パ ー ル

／／

μ

投 与 量 ・
方 法

5g ・屯 用3g

，屯 用2g

・屯 用

オ　ー　ミ　ン　9g ・屯 用

被検
者数
－39564346

副作用発
現者数

28

13

5

18

同　 臥床
百分化 者数

72％　2

23

12

39

3

0

1

すなわち，その5g 屯用時においては，副作用の発現

率は72 ％と高率であるが，　3　g，　2　g屯用時にあっては，

当然のことながらこれは23 ％，　12％と著減し，特に2g
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屯用時においては，臥床にいたっ たものは1 名 もなかっ

たことは注目すべきてある．

考察および総括　　　　　　 ヽ

Bephenium　hydro χynaphthoate　（アルコパール）が，特

にヅビニ鉤虫に対して著しい駆虫効果を有することは従

来から知られていたが，その標準服用量は成人に対して5g

と規定されていた．ところが元来この5g という服

用量は，本剤のアメリカ鉤虫優占地区感染者について行

った試験の結果にもとづいて規定したものであり，アメ

リカ鉤虫駆虫時における規定量であると云える．

しかるに最近の試験の結果によれば，ヅビニ約虫に対

する本剤の駆虫効果は，成人に対して上の標準服用量を

減量しても，充分その目的を達するように考えられる．

いま，私たちの上記試験の結果を見ても，成人に対し各3g

，　2g の1 回 屯服投与で， その陰転率は，5g 屯 服時

と全く変りない約90 ％ という 高率を得ることが 期待で

きる事が 確認された． 又一方副作用は， 屯用量を 減量

することにより著しくその発現状態を制限させることが

できる事が分った．この後者の事実は，とりわけ集団駆

虫の実施時においては，きわめて有利なることである．

けだし，集団駆虫時においては，一時に少数の施行者の

もとに，多数の被服用者を管理する性質上，その副作用

の発現頻度が小さいことが特に望ましいことであるから

である．

以上を総合して見るのに，ヅビニ鈎虫感染者の集団駆

虫時には，アルコパール の 成人標準服用量は， 従来の5g

から2 ～3g に減量すること昿 副作用の点からも，

また服用者の経済的な負担の点から払 望ましいと云う

ことができる．
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A　single　dose 　of　5　g　of　Alcopar　has　been　conventionally　applied　by　many　workers，　as　thestandard　dose

，　to　hookworm 　or　at　least　Necator　infection．　However ，　there　may　be　some　possibilityto　reduce　the　dose　without　minimizing　the　anthelmintic　effect　against　Ancylostoma　infection

。

jj みりc　test　was　therefore　performed　in　order　to　set　up　the　standard　dose　againsty1

九りlostoma 　duod 四αle　which　is　widely　prevalent　in　the　Orient ．

Various　doses　of　this　compound　were　given　at　one　time　to　An りlostθ。7α－infected　adultswithout　purge

・

The　results　showed　that　the　treatment　with　smaller　doses　of　2　and　3　g　of　Alcoper　brought

very　high　cure －rates　（appro χimately　90 ％）in　those　cases．　As　the　dose　was　reduced　the　sideeffect　occurred　far　less

　as　compared　with　that　with　5　g　of　the　same　compound ．

The　authors　consider　that　2 －3　g　of　Alcopar　are　sufficient　doses　for　the　single　dosetreatment　of　y1

。QZ
りs／θ
。xα 必，。jE。ale　infection．

（106 ）




